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第２期高知県産業振興計画  
≪安芸地域アクションプラン≫ 

【資料４】



 

１ 安芸地域 

 

（１） 地域の産業を取り巻く状況 

 

 安芸地域は、山・川・海の恵まれた自然を活かし、古くから第一次産業を中心に営ん

できましたが、近年人口減少が進み、９市町村合計で５万３千人余りの人口は、2035 年

にはおよそ３万人余りまで減少するという非常に厳しい予測が立っています。 

加えて、生産年齢人口は、３万人を割り込み、地域の産業の担い手不足が危惧される

状況となりつつあり、特に中山間地域において顕著になってきています。 

農業では、平野部はナスを中心とするハウス園芸地帯として、中山間地域は古くから

のユズの産地として、それぞれ日本一の生産量を誇っています。しかしながら、ナスに

関しては、農業者の系統離れなどにより、産地においては農業者間の支え合いや教え合

いの意識の低下が、消費地では市場での優位性の低下が課題となっています。一方、ユ

ズに関しては、高齢化の進展に伴い管理作業が比較的容易な果汁出荷への移行が進み、

青果出荷が減少しています。 

林業では、当地域の森林率は県下平均を上回る 88％と高く、かつては「魚梁瀬スギ」

を中心とした優良で豊富な天然林資源を背景に、林業・木材産業は大いに栄えました。

しかしながら、天然資源の減少や木材の貿易自由化による木材価格の長期低迷により、

現在の林業を取り巻く情勢は極めて厳しい状況にあります。こうした中で近年、木質ペ

レットを生産する工場が整備され、ボイラーの導入も進んでいます。また、木造建築物

（公共）の推進や木質バイオマスの活用など、国産材の自給率を向こう 10 年間で 50％

まで引き上げるとの国の方針が示されたことにより、今後これらの取り組みがさらに加

速されるものと期待されています。 

水産業では、水揚量や魚価の低迷、燃油や漁業資材に要する経費の増大が漁業経営を

圧迫しています。前期プランでは、高級魚であるキンメダイの消費拡大や販売促進に取

り組み、関西市場への参入の足掛かりができるとともに、民間企業と県漁協との連携に

よる定置網漁獲物の加工事業によって 10 名を超える雇用が確保されるなど、成果の兆し

が見えてきています。今後は、取扱量や生産量の増加による事業規模の拡大や、より広

い範囲に事業効果を波及させる視点での取り組みへの展開が期待されています。 

商工業では、漁業用機械や酒造等の地域の特性を活かした企業が根付いていますが、

海洋深層水関連産業や一部の工業団地を除いて製造業の集積といえる規模には至ってい

ません。また、地域内の商業機能の縮小と消費者ニーズの多様化により、高知市など地

域外への買物客の流出が進んでいます。 

観光では、圏内には自然や歴史、文化遺産など多彩な魅力をもった観光資源がありま

す。しかし、高知東部自動車道が一部開通したものの、幹線道路が単線であることと、

圏域内の宿泊キャパシティが小さいことから通過型旅行が中心の地域となっています。

今後は、世界認定された「室戸ジオパーク」や「魚梁瀬森林鉄道遺産」などの観光拠点

を核として、地域にある観光資源と組み合わせた一泊以上滞在できる旅行商品づくりが

課題となっています。 
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（２） 地域アクションプランの概要 

 

当地域では、第一次産業の振興に向けた生産・加工体制等の充実・強化や、販路の拡

大の取り組みを継続するとともに、地域の一次産品等を活用した加工品づくりや道の駅

や直販所における販売機能の強化にも引き続き取り組むこととしています。 

一方、恵まれた自然、歴史や文化等の地域資源をさらに磨きあげながら、地域への経

済波及効果がより高まるように、圏域内で周遊できる観光ルートや魅力ある交流拠点づ

くりを進めていくこととしています。 

農業分野では、平野部のナスと中山間地域のユズの取り組みが中心となっています。

ナスに関しては、系統外生産者を含めた地区会や勉強会の開催、また学び教えあう場の

活用などを通じて、生産者組織の活性化と産地のまとまりづくりをより強力に進めると

ともに、消費地からの要望の高い優良品種「土佐鷹」の導入を引き続き推進していくこ

ととしています。一方、中山間地域を支えるユズについては、青果出荷の拡大と品質の

向上のための新植、改植を進めるとともに、将来にわたってゆず園を維持管理していく

ための仕組みづくりや、ユズ果汁等の安定供給と販路拡大を図っていくこととしていま

す。 

林業分野では、園芸用ペレットボイラーの導入や木質ペレット生産体制の整備など、

地域内での木質バイオマスの効率的な利用を推進することで、地域の木材資源の活用を

図っていくこととしています。また、高級品として紀州産と並び称される土佐備長炭に

ついては、前期プランにより、後継者の育成や生産施設整備が進み、明るい兆しが見え

てきています。今後も引き続き、生産体制の強化と販売促進に取り組むこととしていま

す。一方、木材加工品の販売についても「ヤナセ杉」を前面に出したブランドづくりや、

消費者ニーズに合った商品の開発などに取り組むこととしています。 

水産業分野では、引き続き、キンメダイ、定置網漁獲物、イワシシラスなど地域の代

表的な魚種を対象に、漁業関係者と民間企業が連携して、販路開拓や加工による付加価

値向上に取り組むこととしています。 

商工業分野では、室戸海洋深層水や、酒粕、天日塩などの地域資源を活かし、農商工

連携による加工品開発や販路の拡大に取り組むこととしています。加えて、道の駅や農

産物直販所などの情報発信機能を高めるなど、観光分野とも密接に連携した取り組みを

進めることとしています。 

観光分野では、世界認定された「室戸ジオパーク」、国の重要文化財である「魚梁瀬森

林鉄道遺産」、世界に二つしかない「モネの庭」などを地域の観光拠点の核として、地域

の観光資源を磨き上げながら、それらを有機的に結び付け、圏域内で一泊以上滞在して

もらえるような周遊ルートづくりなどに取り組むこととしています。 



 

 

（３） 重点的な取組 

 

○二つの日本一を有する産地機能の維持・強化 

（ナス産地におけるまとまりづくりとブランド化の推進、ユズを中心とした中山間振興）

 

○木質バイオマス活用の促進 

 

○水産物のブランド化への取組 

（キンメダイのブランド化に向けた取組、水産加工の促進と販路の拡大、加工体制の強

化によるシラス魚価等の向上） 

 

○地域の１次産品等を活用した商品づくりと販路拡大 

（ユズ、ポンカン、酒粕、マンゴー、エディブルフラワー、白下糖など地域の特産品を

活用した加工品の開発と販路の拡大） 

 

○広域的に連携した観光の推進 

（室戸ジオパーク、モネの庭、魚梁瀬森林鉄道遺産、岩崎弥太郎生家などの観光資源を

活かした広域観光の振興など） 

 

 

 

 

 

 

（４） 主要な指標及び目標 

                            

項     目 実  績 目  標 

ナス（土佐鷹）の作付面積 H23：２９．１ｈａ H27：８０ｈａ 

ユズ販売 H22：未確定(調査中) H27：H22 の 110％ 

キンメダイの平均単価 H20～22：1,146円/kg H27：1,200 円/kg 

圏内主要施設訪問者数 ※１ H22：120,394 人 

H20～21 平均：94,000 人 

H27：140,000 人 

圏内宿泊者数 

※県旅館ホテル生活衛生同業組合調べ 

H22：137,439 人 

H20～21 平均：123,000 人 

H27：150,000 人 

※１ 主要施設：キラメッセ室戸（鯨館）、中岡慎太郎館、モネの庭マルモッタン 

        安芸市立書道美術館、安芸市歴史民俗資料館、内原野陶芸館  



（５）　具体的な取組

№

室
戸
市

安
芸
市

東
洋
町

奈
半
利
町

田
野
町

安
田
町

北
川
村

馬
路
村

芸
西
村

1 ナス産地におけるまとまりづくりとブランド化の推進 ● ● ● ● ● ● ● ●

2 ユズを中心とした中山間振興 ● ● ● ● ●

3 ポンカンを活用した新商品の開発と販路の拡大 ●

4 「安田(あんた)の白い夢」の販路の拡大と新商品の開発 ●

5 エディブルフラワーを活用した新商品の開発と販路の拡大 ●

6 白下糖の生産の拡大と新商品の開発 ●

7 土佐備長炭の生産・出荷・販売体制の強化 ● ●

8 木質バイオマス活用の促進 ● ●

9 林業加工品の販売の促進 ●

10 キンメダイのブランド化に向けた取組 ● ● ●

11 水産加工の促進と販路の拡大 ●

12 加工体制の強化等によるシラスの魚価等の向上 ●

13 海洋深層水の利用拡大 ●

14 酒粕等を活用した新商品の開発と販路の拡大 ● ●

15 完全天日塩の生産の拡大と観光 の活用 ●

項目

15 完全天日塩の生産の拡大と観光への活用 ●

16 道の駅「田野駅屋」の機能強化（特産品開発及び情報発信） ●

17 地場産品直販所「かっぱ市」の機能強化 ●

18 安芸地域における広域観光の振興 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

19 世界ジオパーク認証を活かした観光の振興 ●

20 イルカのふれあい体験による交流人口の拡大 ●

21 岩崎弥太郎と地域食材を活用した観光の振興 ●

22 スポーツキャンプのまちづくり ●

23 海の駅「東洋町」を活用した交流人口の拡大 ●

24 中芸地区における広域観光の推進 ● ● ● ● ●

25 魚梁瀬森林鉄道遺産を活用した交流人口の拡大 ● ● ● ● ●

26 体験型観光と地域の加工品づくりの推進　～大野台地は、えいところ！～ ●

27 安田中山地区の活性化プロジェクト ●

28 世界に２つの「モネの庭」の誘客強化による交流人口の拡大 ●



2、9、18、24、25

1、2、18、24、25、28

1、5、6、8、17、18

安芸市

芸西村

馬路村

【安芸地域】

1、2、7、10、11、13、18、19、
20

1、3、7、10、18、23

1、10、18、24、25

1、14、15、16、18、24、25、
26

1、2、4、14、18、24、25、
27

1、2、8、12、18、21、22

安芸市

北川村
東洋町

室戸市

田野町

安田町

奈半利町



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）

1 ナス産地におけるまとまり
づくりとブランド化の推進

〈安芸市〉

主産地である安芸市におい
て、ナス産地としてのまとまり
の再構築に取り組む。また、
消費地から要望の高い品種
である「土佐鷹」の栽培拡大
を全域に推進していく。

ＪＡ土佐あき ・系統出荷率（安芸市）
　51%→52%（目標62%)

◆系統外生産者を含めた地区会や
環境保全型農業の勉強会の開催。
また学び教えあう場の活用などによ
り、まとまりの意識が徐々に醸成さ
れている。

・野菜指定産地要件をク
リアーできる系統出荷率
の確保・継続
・生産者の経営安定に向
けた、価格競争力の強化 安芸市の系統

出荷率
(H21年52%)

60%

Ｈ２８以降
指標及び目標

項目 事業の概要 事業主体
第１期計画（H21～23）の取組の総括等

主な内容
第２期計画

◆系統率向上への取
組

・産地振興の方策及び
体制等の明確化

・部会、研究会など組
織の活性化

・ナス生産者の経営安
定

土佐あき地域園芸戦略推進会議の開催

課題の明確化及び対応策の検討樹立

役割の確認と実施状況の把握

（園芸戦略推推進会議まとまりづくりチーム）

部会・研究会、地区会の開催、営農相談日及び学び教えあう場の設定など組織の活性化をすすめる

系統率向上対策、ナスの経営安定対策、１８ｔどりの推進

産地振興の方策及び体制等の明確化

部会、研究会など組織の活性化

ナス生産者の経営安定

系統率向上への取組（赤野集出荷場、穴内集出荷場、安芸集出荷場）

〈室戸市、安芸市、東洋
町、奈半利町、田野町、
安田町、北川村、芸西村〉

・土佐鷹作付面積
(ＪＡ土佐あき管内）
  11ha → 29ha（目標80ha)

◆地区別説明会や個別巡回による
誘導等により栽培面積は増加傾向
にある。

・消費地からの要請数量
に応えきれていない。
・品種転換で春先以降の
品質低下を抑止すること
による産地力の強化

◆土佐鷹の推進
・現地検討会、勉強会
等により品種にあった
栽培管理の周知・徹底

土佐鷹の
作付面積

(H23年29ha)
８0ha

・販売促進活動の強化

現地検討会や勉強会の開催、実証圃の設置による技術支援及び普及ＰＲ

（園芸戦略推進会議まとまりづくりチーム）

・土佐鷹普及推進協議会の開催

・栽培管理技術の周知及び新規栽培者への重点個別巡回

・個別訪問による土佐鷹への誘導

契約取引の拡大、販売促進活動の充実 など

系統率向上対策、ナスの経営安定対策、１８ｔどりの推進について実践

について協議

現地検討会、勉強会等により品種にあった栽培管理の周知・徹底

土佐鷹の推進

販売促進活動の強化

2 JA土佐あき <新植、改植の推進.>
･県選抜系統を活用した母樹園の設
置（安芸：東川・畑山、北川）

青果出荷へのシフト
･隔年結果及び品質低下
対策
･母樹園を活用した優良
系統の普及

◆新植、改植の推進
･青果の生産拡大と品
質向上
･計画的販売の強化

青果出荷受入量

H22：297ｔ
H23：370ｔ
（H23は冬至、貯蔵
分が未確定のため
推定値）

青果出荷受入量

４００ｔ

ＪＡ土佐あき
ＪＡ馬路村

<将来にわたってユズ園を管理する
仕組みづくり>
･集落営農組織及び農作業受委託
組織の育成
　3組織

新たな仕組みづくり
･ユズ銀行に代わる新た
な労働補完体制の検討
（北川村）
･（株）ユズ組合による作
業請負等の継続及び新
たな仕組みの検討(馬路
村)

◆将来にわたってユズ
園を維持管理する仕組
みづくり
･新たな組織の検討（北
川村、馬路村）

作業受託等の新た
な組織作り

北川村１組織
馬路村１組織

ユズを中心とした中山間
振興

《室戸市、安芸市、安田
町、北川村、馬路村》

日本一のユズ産地として、生
産性の向上や品質の低下を
防止するとともに、ユズ果汁
等の販路拡大に取り組み、ユ
ズ販売額の向上を図る。

母樹を活用した苗木確保と計画的な改植・新植の推進

新植、改植の推進

適正栽培管理の指導。母樹

園管理規定等の仕組みづく

り

農作業受託組織、作業班体制等による作業請負の仕組み

作りに向けた検討（組織等の設立）
組織等の育成及び円滑な運営支援

検討会や勉強会の開催による基本技術の徹底

将来にわたってゆず園を維持管理する仕組みづくり

ＪＡ土佐あき
ＪＡ馬路村

<加工施設等の導入>
(ＪＡ土佐あき）
･搾汁施設の高度化（北川支所Ｈ２
１）
　搾汁能力H20：1190t
　　　　　　→H22：1303ｔ
　搾汁率１～２％のUP
　大手飲料メーカーとの
　取引開始

（ＪＡ土佐あき）
･H21大豊作による果汁
販売の苦戦、生産者単価
の低下

加工仕向量
　　４，２５０ｔ
　(H22,23の平均値)

加工用果皮のＡ品
受入量
H23
安芸501t　(20.1%)

北川 83t　　(6.3%)

※(　)内はＡ品率

加工仕向量
　　４，６７０ｔ
　(10%アップ)

加工用果皮のＡ
品受入量

　安芸600t
  北川150t

（ＪＡ馬路村）
･加工施設導入
　ユズ茶ライン（販売額９２百万円
H22）、化粧品製造施設（5種販売開
始）、ポン酢醤油精油ライン（販売開
始）、ホモゲナイザー導入。

（ＪＡ馬路村）
･H21大豊作による果汁
販売の苦戦
･加工施設の活用による
安定した加工品販売及び
生産者単価の維持向上

（ＪＡ馬路村）
加工品販売額
(H21)
ゆず茶0.88億円
化粧品1.7千万円
ポン酢他ゆず加工
品　　20.01億円

1.6億円
5.2千万円

20.7億円

◆ユズ果汁等の安定供
給と積極的な販路開拓

（ＪＡ土佐あき）栽培基本技術向上による加工用Ａ品果皮の出荷拡大。大手飲料メーカー等との契約による販売の安定化。加工ニーズに対応した果汁

殺菌施設の導入と施設を活かした販路開拓。高知県食品衛生管理認証制度への取り組み。果汁一元化販売に向けた体制整備。ユズ協事業との連携、

海外事務所、輸出コーディネーター等の活用による輸出販売の拡大。（シンガポール、北米、ＥＵ等）

（ＪＡ馬路村）

各施設を活用した加工品生産、加工品開発及び販売拡大への取り組み。

ユズ果汁等の安定供給と積極的な販路開拓



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

3
商品アイテム数

（Ｈ２２　２）

既存商品の
販売数

（換算本数）
（Ｈ２２

　1,807本）

４

5,000本

ポンカンを活用した新商
品の開発と販路の拡大

《東洋町》

東洋町の特産品であるポンカ
ンを活用した商品開発と既存
商品を含めての販路開拓を
行う。

甲浦の果樹仲間 ◆商品開発

◆既存商品の改良

◆販路の拡大

商品開発

プランの検討
商品の試作

試作商品によるテストマー
ケティング

試作品を改良し、商品化

既存商品の改良

既存商品の改良の検討 商品の改良

販売戦略の検討

ＨＰ仕様の検討 ＨＰの設計及び開設 インターネット販売

販路の拡大

4

　　　売上高
（H23：製造施設建
設中）

100百万円

「安田(あんた)の白い夢」
の販路の拡大と新商品の
開発

《安田町》

（１）加工品の販路開拓
　マンゴー大福「安田の白い
夢」を中心に、以前接触の
あったバイヤーに対し、ロット
数を確保した具体的な提案を
行っていく。
（２）新たな商品の企画開発
　町内で生産される農産物
（マンゴー、イチジク、アスパ
ラ等）を使用した新たな商品
を企画開発し、県外を中心に
販路開拓を行って、雇用の確
保と生産者の所得の向上を
図る。

(有)デトワール
安田町
生産者

◆商品の企画・開発

◆生産体制の強化

◆販路の開拓

◆原料の安定生産

販促グッズの作成

県内・県外への営業活動（酒販卸業者や居酒屋等）

新たな商品の企画と開発の促進

販路拡大に合わせた生産の強化

首都圏を中心とした営業活動の展開による販路の確保

マンゴーの安定生産とその他の原料となる農産物等の生産開始

商品の企画・開発

生産体制の強化

販路の開拓

原料の安定生産

5 エディブルフラワーを活用
した新商品の開発と販路
の拡大

《芸西村》

　食べられる花エディブルフラ
ワーの認知度アップを図ると
ともに、生食用エディブルフラ
ワーの販路開拓と新たな加
工品等の開発による販売促
進や経営体制の構築を支援
することにより、生産者の所
得の向上を目指す。

・第２香南くろしお園 ◆新たな商品の企画開
発

◆生食用ｴﾃﾞｨﾌﾞﾙﾌﾗﾜｰ
の販路開拓

◆認知度アップ・広告
宣伝

加工品等の開発・商品化

パッケージデザインの作成

販路開拓及び広告宣伝活動

新たなな加工品の開発

販路開拓、広告宣伝・営業活動

加工場等の機能充実

に関する検討

施設整備 生産・販売開始

新たな商品の企画開発

生食用エディブルフラワーの販路開拓

宣伝用パンフレット作成

ホームページの立上げ

インターネットを活用した

販売システムの構築

販売促進

認知度アップ・広告宣伝



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

6
サトウキビ収穫量

　（Ｈ２２　２０ｔ）

４０ｔ
白下糖の生産の拡大と新
商品の開発

《芸西村》

　伝統ある芸西村の白下糖
づくりを伝承し、白下糖の生
産拡大と新たな加工品を開
発・販売することにより、白下
糖のブランド化（認知度アッ
プ）と地域生産者の所得向上
を目指す。

・芸西村
・芸西村製糖組合
・生産者グループ

◆サトウキビ作付け面
積の拡大

◆技術を継承する人材
の育成

◆白下糖の品質向上

◆新たな商品の企画開
発

遊休農地の有効活用

人材の確保 製造技術の習得 その他関連する研修等への参加

味で勝負するための製品づくり

・成分分析による他との区別

・アドバイザーの導入 他

新しい加工ラインの検討 施設整備

技術を継承する人材の育成

サトウキビ作付け面積の拡大

白下糖の品質向上

新たな商品の企画開発

7 土佐備長炭生産・出荷・
販売体制の強化

《室戸市、東洋町》

土佐備長炭の生産量の増大
と後継者の育成を図る。

・室戸市木炭振興
会
・土佐備長炭生産
組合

・東洋町共同窯３基設置
　(H21～H22年度)
・室戸市研修窯３基設置
　(H21～H22年度)
・市場調査(H21年度)
・勉強会の開催4回(H22年度）

◆製炭量については、目標の８００ｔ
に対し、９００ｔの見通し。新規生産
者の受け入れも順調にいっている。

・原木の確保

・更なる品質の向上と規
格の均一化

・研修終了後の研修生の
就業定着化（就業条件の
確保）

《室戸市木炭振興会》
《土佐備長炭生産組
合》
◆新規製炭者の育成

◆品質・規格の向上と
新商品開発ほか

《室戸市木炭振興会》
◆共同出荷 販売の取

新規就労者確保

共同窯設置
生産量の増産

新規商品開発

就労者　５名

　　４基
　３０ｔ/年

　１商品

地域資源共有会議等を

活用した新商品の検討 新商品の開発・販売開始

研修生の受け入れ

後継者自立用共同窯の設置

新規製炭者の育成

アドバイザーの招聘、勉強会の開催

販促用DVD・取扱解説チラシ作製・看板設置・県内外イベントへの参加

品質・規格の向上と新商品開発ほか

8 木質バイオマス活用の促
進

《安芸市、芸西村》

林地残材等を熱エネルギーと
して利用していく。

・ＪＡ土佐あき
・(有)安岡重機
・高知バイオマス
ファーム
・高知東部森林組
合

・木質ペレット製造工場の稼働
（H22.11～、安芸市企業）

・園芸用木質ペレットボイラーの設
置（６０台）

◆木質ペレットボイラーの導入によ
り、目標としている資源の利用量は
達成する見込みである。しかし、木
質エネルギーの地産地消を目指す
うえでは 地域内のペレット需要量

◆共同出荷・販売の取
り組み

《土佐備長炭生産組
合》
◆原木配給施設設置

ペレット生産量

原木配給施設
　

　１箇所

・木質ペレットの需要と供
給のバランスが取れてい
ない

・木質ペレットの原料であ
る間伐材の搬出量と価格
が不安定

・燃焼灰の処理

・園芸用木質ペレットの

◆原木調達システムの
構築

◆ペレットの増産に向
けた施設整備

　５００ｔ/年

原木の共同調達、製品の共同出荷・販売の取り組み

原木配給ストックヤードの設置

共同出荷・販売の取り組み(（室戸市木炭振興会）

ペレット原料の安定調達に向けた検討

原木調達システムの構築

地域のペレット需要に近付けるためのペレット製造施設の増強

ペレットの増産に向けた施設整備

原木配給施設設置（土佐備長炭生産組合）

うえでは、地域内のペレット需要量
に対して地域内の供給量が不足し
ている。 木質資源利用ボイ

ラー設置台数
（Ｈ２２　６０基）

・園芸用木質ペレットの
流通体制

◆木質ペレットボイラー
の増設

◆ペレット搬送システム
の構築、ストックヤード
の整備

　１００基

園芸ハウス用ボイラーの増設

木質ペレットボイラーの増設

ペレット搬送システムの構築、ストックヤードの整備

ペレット搬送システムの構築、ストックヤードの整備



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

9 林業加工品の販売の促
進

《馬路村》

木材加工品の販売を促進し、
事業体の雇用の確保と経営
安定を図る。

・エコアス馬路村 ・モナッカ新バッグの商品化（H21）
・新商品を開発、試作（H21～）
・国内外の展示会への出展

◆顧客の意見を採りいれた商品の
改良・開発により商品力は向上しつ
つある。展示会への出展により新た
な取引も成立しているが販売は苦
戦している。

２３３百万円

５９人

木製品出荷額
　　２３３百万円
雇用者数
（Ｈ２２　　　人）

《エコアス馬路村》
◆組織の改革・人材育
成

◆国内展示会出展・新
商品の開発

・常勤役員の配置、営業
部門の活動の強化

・森、木、エコ、田舎のス
トリー性を含めた商品紹
介の継続

・展示会やＨＰでのアン
ケートにより収集した顧
客意見の活用と商品力
アップ

・環境先進企業（協働の
森参加企業等）への社用
バッグ、ギフト用品等の
提案

・新商品の開発

常勤役員の配置

若手社員（営業）の育成・営業力の強化

組織の改革・人材育成

展示会出展により商品のPRとユーザーの意見聴取を行い、販路の拡大に努めるとともに、商品力のアップや新商品の開発、売れ筋でない商品

の廃止等を行う

モナッカはバッグとしてのデザイン・機能を追求する

国内展示会の出展・新商品の開発 現状？

・馬路林材加工協
同組合

・馬路村森林組合

・建築資材の邸別販売を推進（H21
～）

・骨壷、子供用ベッドを新商品として
開発（H22～）

《馬路林材加工協同組
合》
◆加工体制の強化

《全体》
◆木製品の商品力・販
売力強化

・多様な製品の生産体制
の整備

・販売力の強化

・商品のＰＲ、販売戦略の
見直し

≪共通課題≫
・ヤナセスギを前面に出
したブランド販売戦略

・木製品の出荷額及び雇
用者数の現状維持

販売戦略の見直し（役場との協働による「森の仕事」まるごと販売計画のバージョンアップ）。

設計士や工務店を対象に営業活動を行い邸別販売を展開する

梁桁等構造材から羽柄材まで多様な製品を確保するため、軽便台車を導入する

加工体制の強化

「森の仕事」まるごと販売計画のバージョンアップ版に基づいた販売戦略、営業活動の実施

顧客の意見を取り入れた商品改良、開発

木製品の商品力・販売力強化

10 キンメダイのブランド化に
向けた取組

《室戸市、東洋町、奈半利
町》

将来的に地域ブランドとして
確立することを見据え、消費
拡大と販売を促進する。

・芸東水産業改良
普及協議会

平均単価

（H20～２２平均
1,146円／ｋｇ）

　

1,200円／ｋｇ

◆県内市場及び県外市
場の販路拡大

◆商品力の維持・向上

・関西圏を中心としたキン
メダイの効果的なPR活動
の実施

・キンメダイブランド化作業部会
　設置及び検討(H21～H22年度）
・脂肪含有量の測定（H21-22年度)
・アドバイザーを活用した市場調査
　（H22）
・測定キンメを使った料理レシピ
　等の販促資材の作成(H22年度)
・産地交流会への参加(H23年度)

◆「土佐沖どれ金目鯛」のブランド
名で関西市場をメインターゲットとし
て売り込みを開始

室戸産キンメダイのＰＲとキンメダイの消費拡大

県漁協による直接取引の拡大
消費地市場関係者との人的関係を活用した、取引の拡大
マリン・エコラベル認証取得を活用した消費拡大活動の推進

鮮度保持技術の向上
規格の統一

県内市場及び県外市場の販路拡大

商品力の維持・向上

11 水産加工の促進と販路の
拡大

《室戸市》

高知県内で漁獲される水産
物の県内加工を強化し、魚価
の安定化と県内における産
業としての水産加工業の強
化育成を図る。

・㈲タカシン水産
・高知県漁協

・水産加工施設（室戸工場）を整備
（シメサバを中心）、操業開始
　雇用１１名（H21～H23年度）
・キンメの酢じめ等サバ以外の魚種
での商品開発着手(H22年度)

◆加工生産技術が向上し、安定した
品質と生産量が確保され取引先が
順調に増加してきている

　
加工品販売金額

（H22
4,700万円）

　

12,000万円

◆高知県漁協等と加工
業者が連携した水産加
工品の商品開発、販売
戦略の検討

◆生産性向上の取組

◆商品開発、販売促進
活動の実施

・新たな魚種を使った商
品の開発
・大口の安定取引先の確
保
・更なる生産性の向上

◆アドバイザーの招聘に
よる商品開発と販売戦略

の検討
・高知県漁協業等と加工業者が連携した水産加工品の商品開発、販売戦略の検討、加工品製造販売、販路開拓
・アドバイザーの招聘による商品開発と販売戦略の検討

大量生産・安定供給可能な看板商品の確立

マグロ類の加工促進と販路開拓

低利用・未利用の混獲魚を利用した加工品の開発

加工原料の安定確保に向

けた調達方法の検討

高知県漁協等と加工業者が連携した水産加工品の商品開発、販売戦略の検討

生産性向上の取組

商品開発、販売促進活動の実施



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

12 加工体制の強化等による
シラスの魚価等の向上

《安芸市》

加工処理能力の向上等に
よってシラスの水揚げ量の増
加、及び漁家所得の向上を
図る。

・民間企業
・安芸漁協
・安芸おじゃ娘

◆加工処理能力向上に
向けた関係者協議と乾
燥機等の機器導入

◆処理能力向上に対応
できる漁業生産体制の
構築

（参考）
・H20
2曳網目：@478
3曳網目以降：@414
・H21
2曳網目：@492
3曳網目以降：@411
・H22
2曳網丈目：@397

3曳網目以降：@316

◆商品力、販売力の強
化と新たな販路確保

＜H24以降は削除＞

◆漁業者・漁協・シラス加工業者と
の協議を実施し,漁業関係者はシラ
ス加工処理能力の向上による浜値
上昇を希望している。

◆おじゃ娘はシラスの佃煮やシラス
入り棒天を開発し販売を開始した。

◆青年漁業者等によるアカムツ深
海延縄漁の試験操業の実施（H21）

・現状の加工処理能力で
は盛漁期に値崩れを起こ
しやすく、既存加工業者
による新たな設備投資、
新たな加工業者の参入
等が必要。

・衛生管理・製造体制の
強化、収益性の向上、販
路拡大

・操業方法や漁場探索及

３曳網目以降の魚
価（単価）の向上
（目標魚価：２曳網目単
価の水準）

乾燥機等の機器導入による加工処理能力の向上

加工処理能力の向上に対応できる漁業生産体制の構築（漁協・漁業者協議）

＊直販所の取り組み等、安芸漁港の活性化を併せて検討

商品力、販売力の強化と新たな販路確保

処理能力向上に対応できる漁業生産体制の構築

加工処理能力向上に向けた関係者協議と乾燥機等の機器導入

＜H24以降は削除＞

13 海洋深層水の利用拡大

《室戸市》

・室戸市

・高知県漁協（高岡
支所） アクアファームの

海洋深層水使用
料
　　(H２２　２,７００
万円）

３,５００万円

スジアオノリ販売
額
（H２２：2,000万円）

3,000万円

室戸海洋深層水アクア・
ファームにおける海洋深層水
給水量の拡大を図る。

室戸ジオパーク海洋深層水
サイトとして、アクア・ファーム
の受け入れ体制を強化し、観
光客へのPRを行う。

スジアオノリの増産試験及び
施設拡大の検討を行うととも
に、販路拡大、商品開発に取
り組む。
また、海洋深層水の水産へ
の利用について検討を行う。

＜販路、供給地域の拡大＞
◇供給地域の拡大のための制度策
定までには至らなかったが、今後も
協議を続けていくことを確認した。

＜企業、研究機関等との連携等＞
・様々な機関や大学との連携活動
(H21～H23)
◇海洋深層水の利用研究は停滞し
ていたが、様々な活動の成果によ
り、新たな深層水を利用した研究依
頼が増加し、新分野に向けての予
備試験や各種研究を開始した。

＜スジアオノリ＞

〈販路、供給地域の拡
大〉
・深層水の安定的な販売
先の確保
・供給地域・量の拡大に
対応できるよう、設備の
維持・更新

〈企業、研究機関等との
連携等〉
・進められている共同研
究の成果の実用化

<スジアオノリ>

海延縄漁の試験操業の実施（ ） 操業方法や漁場探索及
び操業方法の習熟

◆室戸海洋深層水の
供給地域拡大

◆室戸ジオパークサイ
トとしてのPR活動

◆ｽｼﾞｱｵﾉﾘの増産試験
及び施設増設の検討

◆スジアオノリを利用し
た新商品の開発及び販
路拡大

製造体制・衛生管理の向上、販路拡大

供給域拡大のための制度の

変更
深層水の給水量拡大

ジオパークに関する職員研修。

展示施設、パンフレット等の内容精査

種苗生産技術の検討、培養密度、生産サイクルの見直し、シフト見直しによる操業日数の増加等

生産効率向上技術の開発

ｽｼﾞｱｵﾉﾘの増産試験及び施設増設の検討

室戸海洋深層水の供給地域拡大

室戸ジオパークサイトとしてのPR活動

14 酒粕等を活用した新商品
の開発と販路の拡大

《田野町、安田町》

酒粕等を活用した商品を開発
し、販路を拡大していくことに
より、雇用の確保と地域の経
済の活性化を目指す。

・四国部品㈱中芸
工場
・ダイイチダルマ食
品㈱

商品開発と製品化

酒粕商品販売額
（H23：420万円）

4,200万円

＜スジアオノリ＞
・市場調査（H21～H22)
・ブロワー改修工事(H22～H23）
・「まるごと高知」での小袋商品を始
め各種イベントで販売開始(H22～)
・大手回転ずしチェーン店に試験出
荷(H23）
◆生産性の向上や、新たな販売先
を確保するなど、H２１年度から収支
が黒字化するなど大幅な経営改善
が図られた

<スジアオノリ>
・生産量の高位平準化

◆酒粕スイーツ「蔵乃風」に関して
は、試行錯誤を重ねながら数種類
の商品を開発することができた。そ
の後、美丈夫純米大吟醸の酒粕を
使った商品開発も行い、商品構成を
充実させることができた。
◆酒粕ドレッシングに関しては、試
作後ターゲットをより明確化した上

ズ 応 き 商 づく を

・販売場所及び体制の確
立
・製造コストの低減
・製造工程の機械化の検
討
地域食材の活用による
新商品づくり
・酒造場、農産物、加工
業者 連携

◆商品開発と製品化

路拡大

◆海洋深層水の水産
利用の検討

市場調査、商品の開発とブラッシュアップ、アドバイザーの活用等

既存の施設内に増設、新規

施設の設置等試算

県内外への販路拡大（県アンテナショップへの出品、販売先の開拓）

食品加工業者等とのタイアップによる商品開発

【左記検討結果により増設との結論が出た場合】

施設増設

施設増設についての検討

販路拡大・商品開発

◆海洋深層水の水産利用の検討

水産利用に向けた検討

でニーズに対応できる商品づくりを
進めている。

業者との連携
・新商品のブランド化 ◆生産体制の整備

◆販売ルートの開拓

生産体制の整備と製造機械導入の検討

販売ルートの開拓と確保

生産体制の整備

販売ルートの開拓



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

15 　

体験受入回数
（H23:50回）

生産量
（H23:２ｔ）

１００回

６t

完全天日塩の生産の拡
大と観光への活用

《田野町》

製塩ハウス施設等の整備と
併せて新たな就業者の確保・
育成を行うとともに、塩づくり
体験や特産品開発を通して
完全天日塩の産業化と交流
人口の拡大を図る。

・田野町

・民間事業者

◆塩づくり施設の整備

◆新規就業者の育成

塩づくり体験を取り入れた観光メニューの造成及び実施体制の確立

体験交流・研修施設の検討・整備

新規就業者の確保・研修・育成

製塩ハウスの整備

塩づくり施設の整備

新規就業者の育成

16 道の駅「田野駅屋」の機
能強化（特産品開発及び
情報発信）

《田野町》

地域の特産品や観光情報の
発信機能を強化し、田野駅屋
の集客力を最大限に有効活
用する。併せて地域農産物等
を活用した加工品を開発・販
売し、消費拡大を図っていく。

・田野町
・道の駅指定管理
者
・加工施設指定管
理者
・生産者組織

◆特産品開発の推進

情報発信機能の更なる
強化

地場産品を活用した魅力
ある特産品（加工品）の
開発と販売体制の強化

・加工品７品目（たのかつ、鯖コロッ
ケ等）を開発（H21）
・加工品３品目（コロッケ２種、鹿肉
カレーライス）を試作（H22）
・田野駅屋拡張（74㎡増）（H23.3月）

◆加工品の開発に関しては、10品
目の開発・試作がされてきたが、販
売面において十分な成果を上げる

◆情報発信機能の強
化

市場調査、情報発信コーナーの認知度アップに向けた検討と取組

完全天日塩の生産組織体制づくり

特産品づくりの検討

具体的な特産品づくりと販売

特産品開発の推進

情報発信機能の強化

17 地場産品直販所「かっぱ
市」の機能強化

《芸西村》

・芸西村
・㈲かっぱ市
・生産者グループ

売上額
（Ｈ22
　　　87百万円）

１０６百万円

　地場産品直販所「かっぱ
市」のリニューアルオープン
に伴い、花卉類・鮮魚類の販
売を拡充させ、他の直販所と
差別化することで売上の増加
を図るとともに、地域経済の
活性化を図る。
　村内で生産される農産物等
（ピーマン・黒砂糖等）を使用
した新たな商品を企画開発
し 村内産品の付加価値を高

・リニューアルオープン（H23.10)
◆売り場面積を1.5倍に拡充し、花
卉部門を中心として、惣菜・鮮魚部
門等の売上増加を図り、商品回転
率を高めることで、収益の増加が期
待できる。
◆収益の増加により、外販部門の
継続雇用を見込むとともに、テイク
アウト飲食部門の充実・拡充を図る
ことで、短期雇用が見込まれる。

売面において十分な成果を上げる
までに至っていない

◆情報発信コーナーが整備された
ことで、中芸地域以東の観光情報
発信の拠点としての期待が高まって
いる

◆加工品の開発・販売
の強化

◆「かっぱ市」の機能の
拡充

◆安定供給の仕組みづ
くり

・花卉出展量の確保
・新商品の開発、新商品
の原材料確保
　　　　（サトウキビ等）
・商品集荷システムの構
築
・テイクアウト商品の充実

「かっぱ市」の機能の拡充

安定供給の仕組みづくり

観光・宿泊施設との連携による情報の共有化、ガイドマップやＨＰでの情報発信による観光施設等への誘導

生産者と連携した加工品づくり

加工場・飲食施設等

整備の検討

施設整備 着手 生産・販売開始 加工品の充実

花卉出展量の確保 集荷システムの構築 他

加工品の開発・販売の強化

人材育成（スキルアップ研修、先進地視察等）

　

し、村内産品の付加価値を高
める。

◆新たな商品の企画開
発

◆地域観光情報等の
発信

新たな商品の企画開発

地域観光情報等の発信

花卉出展量の確保、集荷システムの構築 他

地域資源共有会議等を

活用した新商品の検討

観光情報等の発信施設と

しての役割を担うための検

討

新商品の開発・販売開始

効果的なＰＲの実施（ホームページの作成、スタッフブログ、定期的な催事の開催 他）

インターネットの整備、情報発信コーナー設置（パンフレット等の配布）



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

18 教育旅行受入れ １２００人・観光素材集「土佐東方見聞録」の
作成（H21～２２　５万部）
・DVDの作成（H21　500枚）
・ランドオペレーター１名雇用（H22.6
月～）

◆素材集を活用した県外エージェン
トやマスコミへの営業活動を展開。
特に森林鉄道、室戸ジオパーク、モ
ネの庭をメインに東部地域の面的な
PRを実施。今後の足がかりにつな
げている

・広域的な連携強化
・戦略的な商品造成
・体験メニューの充実と
人材育成

◆観光協会の機能強
化と広域観光組織の立
上げ

◆戦略的な広報・PR活
動の展開

◆周遊観光や教育旅
行の商品づくりと観光
拠点の磨きあげ
・体験プログラムの磨き
あげ

安芸地域広域観光の振
興

　　　《安芸地域全域》

地域内にある観光資源をさら
に磨きあげながら、地域内で
一泊以上滞在できる周遊観
光や教育旅行に取り組むこと
により、安芸地域全体の経済
の活性化と雇用の場づくりを
推進する。

・安芸広域市町村
圏事務組合
・市町村
・観光協会等

観光協会の機能強化と広域観光組織の立上げ

観光協会の機能強化と広域観光組織の立上げ

旅行エージェント等への戦略的な広報活動の展開及び観光情報の発信強化

戦略的な広報・ＰＲ活動の展開

１泊２日を中心とした周遊ルートづくりと観光拠点等の磨きあげ

＜室戸 東洋 リア＞室戸ジオパ ク 生見 白浜海岸 吉良川街並みなど

周遊観光や教育旅行の商品づくりと観光拠点等の磨きあげ

19 世界ジオパーク認証を活
かした観光の振興

《室戸市》

世界ジオパークに認証された
室戸ジオサイトにおける受入
体制の整備や商品開発に取
り組み交流人口の拡大を図っ
ていく。

・室戸市
・室戸ジオパーク推
進協議会
・室戸市観光協会

・看板や遊歩道、駐車場などの環境
整備(H21～H23）
・ガイドやジオパークマスターの養成
研修(H21～H23)
◆H23.9.18に世界認証を受ける。

・受入れ体制の強化

ジオパークガイド
登録者数
（H22：20人）

40人

◆ガイド育成
◆ジオツアーの開発
◆情報発信、国際交流
◆商品開発
◆拠点施設整備
◆サイト整備

あげ

◆受入体制の整備
・民泊の確保
・観光関係人材の育成
・ガイド養成

ガイド研修（登録ガイド数の増加・外国語対応ガイドの育成・周遊ガイドの育成）

ガイド育成

深層水・佐喜浜・段の谷・加奈木のつえサイトガイド育成

＜室戸・東洋エリア＞室戸ジオパーク、生見・白浜海岸・吉良川街並みなど

＜中芸エリア＞モネの庭・魚梁瀬森林鉄道遺産、中岡慎太郎館、奈半利海浜センター、安田まちなみ交流館・和、唐浜食わず貝など

＜安芸・芸西エリア＞岩崎弥太郎生家、野良時計、琴が浜など

教育旅行商品づくりと体験プログラムの磨きあげ

民泊の推進や人材の養成など受入体制の整備

受入体制の整備

ジオパーク関係施
設来訪者
（H22：53,473人）
※ドルフィンセン
ターを含む

　　70,000人

既存体験プログラム（炭焼体験・農業体験等）のブラッシュアップ

ジオパーク周遊バス

実証実験
【実証実験の結果により】周遊バスの運行

ジオパーク全国大会開催

情報発信・国際交流

ジオツアーの開発

コーディネート組織の検討

全国大会・国際会議でのPR ・ 室戸版こどもサマースクール等イベントの開催

世界ジオパーク再審査

商品開発

ニューズ調査
商品開発

（アドバイザー活用）

深層水サイトアクアファー

ムの展示充実

基本構想・基本設計 拠点施設の整備

ビジターセンター・インフォメーションセンター機能強化

崎山サイト・西山サイトの周遊コース整備吉良川町並みサイト

登層サイト等の整備

拠点施設整備

羽根サイト歩道整備

実施設計

サイトの整備



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

20 イルカのふれあい体験に
よる交流人口の増加

《室戸市》

室戸ドルフィンセンターの待
合施設やシャワー施設を備え
た施設建設により、利用者満
足度の向上、物販スペース等
の拡大による事業売り上げ
の向上を図る。また、陸上
プール設置及びイルカ飼育
頭数を増やすことによる体験
者の増加を図る。

・NPO室戸ドルフィ
ンプロジェクト
・室戸市

・施設等の充実(H21～H23)
・広告宣伝の強化(H21～H23)
・体験プログラムの見直し
　(H22～H23)
◆広報の強化、施設の充実等によ
り、高額プログラムであるドルフィン
スイムの参加者が大幅に増加、そ
れに伴い、事業収入が増加し運営
の安定の土台が築けた。

・ジオパーク等地域の観
光素材を組み合わせた、
情報発信
・来場者の満足度の向上
のための新たな施設整
備

◆情報発信
◆ドルフィンセンターの
機能充実

室戸ドルフィンセン
ター
来場者数
（H22　22,181人）

２５,000人

情報発信

待合・シャワー室等を備えた

施設整備

陸上プール設置及び

イルカ飼育頭数の増

パンフレット・HP・旅行雑誌等での情報発信

ドルフィンセンターの機能充実

21 ・岩崎弥太郎を活かした
取組の強化
・地域食材を活用した加
工品の開発と販売
・食の提供の強化

・ボランティアガイドの育成（40名）
・新たな特産品の開発（８品目）
・こころざし社中入場者（H22目標10
万→実績113千人）
・安芸観光情報センターの設置
（H23.4)

◆ボランティアガイドの力量アップや
観光に係る人材が育成されてきた。
地域食材を活かした（ナス、シラス）
食の提供の動きにつながってきてい
る

◆岩崎弥太郎の顕彰と
PR
　（三菱グループとの連
携強化）

◆地域食材の売出しと
素材を活用した加工品
の開発・販売拡大

◆Ｂ級グルメ大会等で
のＰＲ活動

岩崎弥太郎と地域食材を
活用した観光の振興

《安芸市》

　「岩崎弥太郎」をより一層売
り出しながら、また安芸の安
心・安全な地域食材を活用
し、新たな加工品の開発と既
存商品の磨き上げを行うこと
で、交流人口の拡大による安
芸市の経済の活性化を図る
とともに、生産者の所得の向
上を目指す。

・安芸市

・生産団体・グルー
プ

・民間事業者・加工
業者

・安芸市観光協会

・「はばたけ弥太郎」
安芸市推進委員会

・安芸「釜あげちり
めん丼」楽会

・安芸市観光ボラン
ティアガイドの会

・ＪＡ土佐あき婦人
部

釜あげちりめん丼をはじめとする地域食材活用商品のブラッシュアップ 提供店舗の拡大 広報・営業活動

ナス・ユズ・土佐ジローなどを活用した新たな加工品の開発・販売 販路拡大 情報発信

各種団体を横断した地域食材に関する検討

地域食材を活用したメニュー・料理コンテストの実施

三菱グループとの連携による岩崎弥太郎生家等の観光拠点と安芸の食材とを組合せたツアー等の実施

岩崎弥太郎の顕彰とＰＲ

地域食材の売出しと素材を活用した加工品の開発・販売拡大

Ｂ級グルメ大会等でのＰＲ活動

22 スポーツキャンプのまちづ
くり

《安芸市》

タイガースキャンプの存続の
みならず、社会人や大学など
のノンプロ野球部のキャンプ
誘致、特に龍馬伝を機に、三
菱グループへの働き掛けな
ど、スポーツキャンプのまち
づくりを推進する。

・安芸市 ・キャンプ開催中の観客席の増加
・
◆キャンプ・合宿環境の向上によ
り、関西の大学・高校の合宿が行わ
れるようになっている

・改修基本設計に基づく
計画的な改修

◆施設（球場等）の改
修

◆社会人や大学等に対
するプロモーション活動

◆地域食材を提供する
施設の検討・整備

◆生産体制の強化及び
生産施設の充実

部

・入河内大根のこそ
う会

球場施設の計画的改修

オープン戦 練習試合招致への取組み

施設（球場等）の改修

社会人や大学等に対するプロモーション活動

地域食材を活用した生産体制の強化に関する検討及び整備（加工場の規模拡大、冷凍庫等の整備 他）

安芸の地域食材を提供する施設（レストラン等）の検討及び整備

県内外に向けた情報発信 各種大会への参加体制の強化

地域食材を提供する施設の検討・整備

生産体制の強化及び生産施設の充実

◆プロ野球のオープン
戦招致への取組み

社会人や大学等に対するプロモーション活動

オ プン戦、練習試合招致への取組み

プロ野球のオープン戦招致への取組み



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

23 海の駅「東洋町」を活用し
た交流人口の拡大

《東洋町》

海の駅「東洋町」を地場産品
の販売や軽食の提供の場だ
けに留めず、観光拠点機能を
付加することにより、交流人
口の拡大を目指す。

・東洋町 ・情報交換会の実施(H21～H23)
◆「海の駅」自体は順調に売り上げ
を伸ばしており、平成２２年度には
施設を増築した。

来場者数
H22　153,446人 16万人

・地域産品を活用した加
工品の確保
・観光拠点機能の付加

◆地域の情報発信

◆観光拠点施設の整
備

地域の情報発信

「海の駅」独自のＨＰの開設とそこからの地域情報の発信

施設の整備

観光拠点施設の整備

整備内容の検討

町のＨＰを活用した情報発信

24 中芸地区における広域観
光の推進

《奈半利町、田野町、安田
町、北川村、馬路村》

官民が協働して、地域内にあ
る観光資源を磨きあげ魅力を
ある滞在型・体験型旅行商品
づくりを行いながら、観光客
の増加を図り、地域の経済の
活性化を推進する。

・中芸広域連合
・中芸観光協議会
（仮称）
・中芸商工会
・観光関連事業者
等

◆中芸観光協議会（仮
称）の設立と受入体制
の充実

◆魅力ある旅行商品づ
くりと観光情報の発信

中芸観光協議会の設

立

観光事業計画の策定

法人化等に向けた検討

地域内にある観光資源を組み合わせた旅行商品づくり

地域内にあるガイド団体の組織化及び養成

観光関連事業者のおもてなし力の向上と地域の食のブラッシュアップ

中芸観光協議会（仮称）の設立と受入体制の充実

魅力ある旅行商品づくりと観光情報の発信

地域事業者とタイアップした土産物等の開発・販売

25 魚梁瀬森林鉄道遺産を活
用した交流人口の拡大

《奈半利町、田野町、安田
町、北川村、馬路村》

森林鉄道遺産（産業遺産、森
の仕事、当時の生活文化等）
を中芸地区の新しい地域資
源（地域遺産）ととらえ、一般
層の利用も視野に入れた活
用に取り組み、地域連携を通
して、交流人口の拡大や文化
活動の促進を図る。

・中芸地区森林鉄
道遺産を保存・活用
する会

・案内看板、遊歩道、駐車場の設置
（H21～２３）
・観光用ビデオの作成（H22）
・開通100周年事業の実施（H23～）
・ガイドの育成　14名
◆東部地域の新しい観光素材とし
て旅行会社の注目度が高く、ツアー
が催行される。

・５カ町村広域の窓口の
設置
・ガイド、食事、宿泊等受
入体制の強化
・100周年記念事業を契
機とした更なる情報発信 ツアー客数

　H22　1,171人
交流人口
12,000人

26 体験型観光と地域の
加工品づくりの推進
～大野台地は、えい
　ところ！～

《田野町》

交流事業の推進による交流
人口の拡大と併せて新たな
加工品開発に取り組むこと
で、農畜産物の消費拡大や
所得の向上、雇用機会の創
出を図る。

・大野倶楽部

・田野町

・体験活動による交流（H22～23　６
回）
・稲田塾の体験合宿（H22-23）

◆H２２年度に、初めて大野倶楽部
主催による体験イベントを企画、実
施するなどして体験メニ の試行

◆遺産の活用と普及啓
発活動

◆遺産に関する調査・
保存への取り組み

◆体験型観光の推進・事務局体制の確立
・地域住民への活動理念
の浸透
・受入れ、実施体制の強
化
・地域資源を活かした農
業体験メニ の実施

交流事業の内容の検討及び継続的な取組

体験型観光の推進

100周年イベントの開催

遺産の保存活動（ 修繕・美化活動など）

遺産の活用と普及啓発活動

支線調査活動

遺産に関する調査・保存への取り組み

旅行エージェント等への商品提案・PR活動の展開

遺産ウオーク等の実施と森林鉄道のネットワークを活用した普及・啓発活動

施するなどして体験メニューの試行
に取り組んだ。Ｈ２３年度からは、こ
れまでの経験を活かして体験メ
ニューの本格実施に取り組み、その
結果、交流人口の拡大など一定の
成果は見られる。また、東部地域で
初めてとなる民泊にも積極的に取り
組んでおり、修学旅行生の受入れ
など今後の展開に期待が持てる。

◆加工品の開発・販売

◆地域食材の提供の
検討

業体験メニューの実施
・民泊による修学旅行の
受入れ
・他地域の資源と連携し
たメニューづくり
・活動を収入に繋げてい
く仕組みづくり

加工品の企画づくり

提供施設の整備

加工品の試作・販売 販路の確保または拡大

民泊受入れのための体制づくり

提供施設の検討

加工品の開発・販売

地域食材の提供の検討



（案）

仕分



（案）
【安芸地域】

総括 課題 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 指標 目標値（H27）
Ｈ２８以降

指標及び目標
項目 事業の概要 事業主体

第１期計画（H21～23）の取組の総括等
主な内容

第２期計画

27 安田中山地区の活性化プ
ロジェクト

《安田町》

地区住民主体で「中山元気プ
ラン（仮称）」の策定を行い、
地域資源である自然薯の生
産拡大に取り組むとともに、
地域の観光資源を活用して
交流人口の拡大を図るなど、
中山地区を元気にする取組
を推進する。

・安田町
・中山を元気にする
会
・安田川漁協
・自然薯生産化組
合
・味工房じねん
・中山合同女性部

「中山元気プラン（仮称）」の
策定

◆「中山元気プラン（仮
称）」の策定
◆味工房じねん、せせ
らぎの郷小川等を核と
した交流人口拡大

◆中山自然薯のブラン
ド化

味工房じねん、せせらぎの郷小川等を核とした交流人口の拡大

味工房じねんやせせらぎの郷小川など中山地区の地域拠点を活用した交流人口拡大に向けた取組

安田川アユおどる清流キャンプ場や旧中山小中学校跡な
ど中山地区にある資源の磨き上げなど

市場調査、地域資源調査、
ブランド化の検討等

中山自然薯のブランド化

生産農家拡大、生産組合の体制整備、販路開拓等

プランの検討と策定

28 世界に２つの「モネの庭」
の誘客強化による交流人
口の拡大

《北川村》

・北川村
・きたがわジャルダ
ン

・旧ワイナリーを多目的ホールへ改
修（H22）
・TVや専門誌等様々な広告媒体を
用いたPR（H22～H23）
・フォトスポットとしての庭園整備
（H22）

◆実質的な動きはH23になってから
であるが、昨年対比110.2％、一昨
年対比97.9％の来園者の状況と
なっている

・戦略の見直しと実施

入園者数
(Ｈ２２：53,369人)

65,000人

県外での広告宣伝や、それ
に連動した営業活動によっ
て、来園への新たな動機付け
につながる施設整備やイベン
トの実施をPRして集客力を高
める。

◆主に高知県内を対象
とした広告宣伝と営業
活動

◆新商品の開発と販売
促進

◆経営改善に向けた取
り組

◆新たな観光資源の発
掘～森林セラピーロー
ドへの取り組み～

タウン誌やパンフレット、口コミ等を使った広告営業活動

主に高知県内を対象とした広告宣伝と営業活動

生産拡大と加工品の開発・販売

森林セラピーに関する調査研究

新たな観光資源の発掘～森林セラピーロードへの取り組み～

認定に向けた具体的な取組み 森林セラピー基地・セラピーロードの運営開始

『モネの庭』のブランドイメージを活かした商品づくりとネット販売等の販路構築

新商品の開発と販売促進

イベントの開催

り組み

コンサルタントを導入した経営改善

経営改善に向けた取り組み
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